
５．知が力を持ち環境が急変する社会で豊かに生きられる「学習」の充実
・学習・教育の多様化、個性化、生涯化、自由化、国際化を進める
・社会の要請や学習メカニズムの理解に沿って学習の内容、方法、形態を革新する
・社会を共につくり、問題解決と自己実現に努める人間力を身につける

システム
2B47

技能
2B46

需要としてあま
り好ましくない

B44

コンテンツ
2B45

社会のダイナミズ
ムの問題であり､
需要トピックとして
必要でない

2B43

逸脱と創発を許容
した自己組織的学
習社会を実現する

2B1

環境の変化⇔学
習

2B23

様々な文化の混
在･並存が許容さ
れる教育をして欲

しい
2B30

年長者の知識や
技能･人間性が学
習･教育に活かさ
れて欲しい

2B28

３世代（高年･生産年
齢･子ども）の連帯に
よる教育とビジネス

の創造
2B27

個人の精神的変
化をもたらす知識
を得たい

2B５

子どもの成長にあ
わせた知識を得た

い
2B4

変化する社会に適
応できる知識を身
につけたい

2B3

歴史や文化の中に
埋もれた知識を学
び活用したい

2B2

楽しみながら学習
したい
2B26

子どもの社会性を
はぐくむ教育が必
要である

2B25

子どもが自然に親
しみながら､楽しく
学べる環境が欲し

い
2B24

豊かな知に支えら
れて心身ともに健
康を維持したい

2B22

やり直しがきく学習
システムが欲しい

2B21

発想教育によって
生きる智恵･創造
力を身につけたい

2B20

自己研鑽
2B19

活きる力･人生を
創造していける力

2B18

はみ出しOKで結
果としてはめられ

た
2B17

生きる｢智恵｣を身
につけること

2B16

学習＝人生
2B15

学習とは｢学習す
ることを学習するこ

と」
2B14

教育(強制)⇔学習
(自主的）・文科省(大
きな政府)→個人(選
択の自由）

2B13

生涯現役であるた
めの教育･学習シ
ステムが欲しい

2B11

障害者も健常者と同
等の教育を受けるこ
とのできる教育技術
を開発する

2B10

必要な情報･知識
を読み解くリテラ
シー教育が必要で

ある
2B9

生涯学習のための
環境を整備して欲

しい
2B8

効率的な学習ツー
ルが欲しい

2B7

自分の思考･イメー
ジで表現する技
術・ツールが欲し

い
2B6

学習とは何か
2B12

言葉の壁を越えて
多様な学習の機会

を得たい
2B42

産官と学の間で本
当を知識交流を図

りたい
2B41

俯瞰的な視野を
持った科学技術者
を育てたい

2B40

地域社会の独自
性の中での知識

2B39

現代の子どもを育
む←子どもに対す
る知とは？

2B37

世代間の相違→
学習の考え方

2B38

一定水準の教育
が受けられる

2B36

多様性に富んだ教
育者を育成する

2B35

多様性に対応した
教育システムを作

る
2B34

教育の選択の自
由が保障されてい

る
2B33

豊かでたくましい
心を育む教育が必

要である
2B32

多様な価値観を理
解できる教育

2B31

地域全体で子ども
を教育したい

2B29

主体 2B48

需要としてあま
り好ましくない

2B44


